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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
2006 年 12 月 5 日（火） 定例研究会（ミニシンポジウム） 
共 通 テ ー マ：世界市民社会をめざして 
         －「もう一つの世界」と東亜協同体－ 
報 告 者：内田 弘（専修大学経済学部教授） 
        『三木清の東亜協同体論－世界市民社会をめざして－』 
        二瓶 敏（専修大学経済学部名誉教授・社研研究参与） 
        『現代帝国主義と「もう一つの世界」論』 
コメンテーター：高橋 誠（専修大学法学部非常勤講師） 
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2006 年 12 月 5 日（火） 定例研究会（ミニシンポジウム） 
共 通 テ ー マ：世界市民社会をめざして 
         －「もう一つの世界」と東亜協同体－ 
報 告 者：内田 弘（専修大学経済学部教授） 
        『三木清の東亜協同体論－世界市民社会をめざして－』 
        二瓶 敏（専修大学経済学部名誉教授・社研研究参与） 
        『現代帝国主義と「もう一つの世界」論』 
コメンテーター：高橋 誠（専修大学法学部非常勤講師） 
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からの自立と東アジア経済の対米輸出依存からの脱却が必要で，「もう一つの世界」を目
指す運動の中に位置づけられるべきこと。 
 以上 2人の報告をめぐって多くの議論がなされた。――三木の主張の現実性をめぐって
質問が出されたが，むしろ三木の視点を重視すべきで，それが今受け継がれるべきだとい
う主張がなされた。「もう一つの世界」を求める諸運動の特徴について質問が出され，「参
加型民主主義」の重要性が指摘されたが，「参加型」とは何か，IT 革命における情報共有
をどう見るか，諸組織における指揮命令と民主主義とをどう捉えるか，精神労働と肉体労
働との対立の克服をどう考えるかなどをめぐって多くの議論が出された。また，経済グ
ローバル化のもとでの国際分業の新たな展開や，多くの国における農業解体についても，
指摘がなされた。 
 短い時間であったが，密度の濃い論議が交わされた研究会であった。 
記：専修大学社会科学研究所研究参与・二瓶 敏 
